
収録――�『教化運動』第１〜 297号�
（中央教化団体連合会、1930年8月―1944年3月）�
『中央教化団体連合会報』5、7、8号（1928・29年）

解説――須田将司
推薦――井上寿一・前田一男・米田俊彦
揃定価――揃本体価�170,000円＋税
体裁――B4判・上製・総約3,000頁
空白の1930年代を埋める幻の機関誌、『教化運動』をついに復刻！　大正新教
育の自律的な教育から国民精神総動員体制へと変化する時代の流れが、中央官
庁はもとより全国各地の動きを通じて把握できる貴重資料。第２回配本には、
刊行開始時に未発見だった『教化運動』創刊号など４号他を新たに追加！
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原史料：東京大学文書館所蔵・山本義隆関係資料「昭和十九年度 学徒動員関係書類」全４分冊

大正新教育から、戦時下錬成教育への転換、国民精神総動員への道筋を探る！

復刻版『教化運動』� 全６巻・別冊１
好評の関連図書！

● �第Ⅰ期�高等師範学校における�
�学級・学校経営

第１回配本
第１-３巻

◦本体価54,000円＋税
（2019年7月刊行）
ISBN978-4-8350-8283-7

第２回配本
第４-６巻

◦本体価54,000円＋税　
（2019年12月予定）
ISBN978-4-8350-8287-5

●  第Ⅱ期�公立・私立・その他の�
�師範学校における学級・学校経営

第３回配本
第７-10巻

◦本体価72,000円＋税　
（2020年5月予定）
ISBN978-4-8350-8291-2

日本におけるカリキュラム・マネジメントの淵源を大正期に探る！

大正新教育 学級・学校経営重要文献選��
編集・解説――�橋本美保・遠座知恵
推　薦――�天笠茂・佐藤学
揃定価――――�揃本体価�180,000円＋税
体　裁――――�A５判・上製・布クロス装・総約4,000頁〔各巻約400頁〕
カリキュラム・マネジメントをどのように考えるか？�当時の教育者、実践家たちの理想と実
践を理解するために欠かせない、大正新教育期における学級経営、学校経営の重要な文献・
論考を精選する、はじめての文献・論文選集。澤正『学級経営』はもちろん、及川平治や西山
哲治など明治期より活躍する教育者はじめ、北澤種一、木下竹次、野村芳兵衛、齋藤諸平、
赤井米吉などの幅広い論考、約60点を収録。──大正新教育の教育実践が、今よみがえる！

全Ⅱ期・全３回配本・全10巻
新刊！

2019 年
  秋完結！

東
京
帝
国
大
学
農
学
部

東京帝国大学農学部学
徒
動
員
関
係
史
料

学徒動員関係史料

全
４
巻

全４巻

原
史
料
：
東
京
大
学
文
書
館
所
蔵
・
山
本
義
隆
関
係
資
料
「
昭
和
十
九
年
度 

学
徒
動
員
関
係
書
類
」
全
４
分
冊

●  

本
史
料
は
、東
京
大
学
文
書
館
所
蔵・山
本
義
隆
関
係
資
料「
昭
和
十
九
年
度
学
徒
動
員
関
係
書
類
』全
４
分
冊
を
、

完
全
復
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。
60 - 

70
年
代
の
学
生
運
動
当
時
、
東
大
闘
争
全
学
共
闘
会
議
代
表
だ
っ
た
山
本

義
隆
氏
に
よ
っ
て
散
佚
を
免
れ
た
、
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
に
お
け
る
昭
和
19
年
４
月
か
ら
20
年
８
月
ま
で
の

文
部
省
、
厚
生
省
、
陸
海
軍
他
関
連
機
関
と
の
交
渉
の
実
情
を
伝
え
る
１
４
６
の
文
書
は
、
戦
争
遂
行
と
学
術

研
究
の
在
り
方
を
再
考
す
る
た
め
に
必
須
の
、
画
期
的
史
料
で
あ
る
―
― 

不
二
出
版

第
１
回
配
本 

全
２
巻　
２
０
１
９
年
９
月
刊
行
予
定

第
２
回
配
本 

全
２
巻　
２
０
２
０
年
２
月
刊
行
予
定

不
二
出
版

1944-
1945

解 

説  

西
山
　
伸
（
京
都
大
学
教
授
）

山
本
義
隆
（
駿
台
予
備
学
校
講
師
・
科
学
史
家
）

推 

薦  

加
藤
陽
子
（
東
京
大
学
教
授
）

解 説  西山　伸（京都大学教授） 山本義隆（駿台予備学校講師・科学史家）

推 薦  加藤陽子（東京大学教授） 米田俊彦（お茶の水女子大学教授）

米
田
俊
彦
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）

●��第１回配本（第１-３巻）
第５-151号（1930-44年）
本体価84,000円＋税　（2018年11月刊行）
ISBN978-4-8350-8254-7
●��第２回配本（第４-６巻・別冊１）
第１-４、6号、152-297号（1930-44年）
本体価84,000円＋税　（2019年10月刊行予定）
ISBN978-4-8350-8258-5
〇�別冊『解説・総目次・索引』（須田将司）
予価（本体3,000円＋税）（2019年10月刊行予定）
ISBN978-4-8350-8263-9

【体　裁】 B5判上製／布クロス装／各巻約330頁／総約1,320頁
【揃定価】 揃本体72,000円＋税 

第1回配本 全2巻 総約660頁 36,000円＋税 2019年10月刊行予定 ISBN978-4-8350-8326-1

第2回配本 全2巻 総約660頁 36,000円＋税 2020年  2月刊行予定 ISBN978-4-8350-8327-8
※ 収録内容、刊行時期は変更となる場合がございます。
※ 分売不可。

お薦め先 ―― 
教育史、近現代史、大学史、教育行政、
科学史等の研究者、大学・公共図書館

●本史料綴の表紙。もとは一括史
料であったが、寄贈にあたって山
本義隆氏が 4 分冊とした。本史料
はその巻構成に従っている。

●『教化運動』創刊号第１面



西
山　
伸

山
本
義
隆

加
藤
陽
子

米
田
俊
彦

刊
行
に
あ
た
っ
て

「
昭
和
十
九
年
度 

学
徒
動
員
関
係
書
類
」

発
見
の
顛
末

戦
争
と
大
学
の
関
係
の
深
化
を

明
ら
か
に

学
徒
勤
労
動
員
に
お
け
る
学
生
の
専
門
性

　
勤
労
動
員
は
、
戦
時
期
の
高
等
教
育
機
関
に
と
っ
て
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

意
外
な
ほ
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
文
部
省
の
官
吏
と
し
て
自
ら
勤
労
動
員
に
関
わ
っ
た
福
間
敏
矩
氏

の
一
連
の
労
作
（『
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣 

制
度
と
背
景
』
第
一
法
規
出
版
、
１
９
８
０
年
、『
集
成 

学

徒
勤
労
動
員
』
ジ
ャ
パ
ン
総
研
、
２
０
０
２
年
）
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
関
連
す
る
法
制
度
や
文
部

省
等
か
ら
出
さ
れ
た
通
牒
を
網
羅
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
制
度
や
通
牒
に
も

と
づ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
学
徒
が
、
い
つ
、
ど
こ
へ
動
員
さ
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
最
も
基
本
的
な

事
実
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
。
東
京
大
学
史
史
料
室
編
『
東
京
大
学
の
学
徒
動
員
・

学
徒
出
陣
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
１
９
９
８
年
）
に
お
け
る
調
査
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
大
学
沿
革
史

に
、
残
さ
れ
た
日
誌
の
翻
刻
や
近
年
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
卒
業
生
へ
の
調
査
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
程
度

で
、
本
格
的
な
実
態
解
明
に
は
程
遠
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
今
回
復
刻
さ
れ
る
東
京
大
学
文
書
館
所
蔵「
昭
和
十
九
年
度 
学
徒
動
員
関
係
書
類
」（
以
下
、「
本
史
料
」

と
表
記
）
は
、
限
定
的
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
研
究
史
の
欠
落
を
埋
め
て
い
く
手
が
か
り
と
評
価
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
は
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
特
色
を
も
っ
て
い
る
。

　
第
一
に
、
本
史
料
は
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
に
お
け
る
学
徒
勤
労
動
員
に
関
し
て
、
主
に
文
部
省
等

の
官
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
通
牒
類
と
、
逆
に
東
大
側
か
ら
の
回
答
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
通

牒
類
に
つ
い
て
は
福
間
氏
の
著
書
と
重
複
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
回
答
は
東
大
独
自
の
も
の
で

あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
本
史
料
の
対
象
時
期
は
１
９
４
４
年
５
月
か
ら
１
９
４
５
年
８
月
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
通
年
動
員
が
始
め
ら
れ
、
学
徒
勤
労
令
（
１
９
４
４
年
８
月
）
に
よ
り
学
徒
の
動
員
が
制

度
化
さ
れ
、
さ
ら
に
１
９
４
５
年
３
月
に
は
国
民
学
校
初
等
科
以
外
の
授
業
が
停
止
さ
れ
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
根
こ
そ
ぎ
動
員
」
の
時
期
の
史
料
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
の
、
そ
し
て
本
史
料
の
最
も
重
要
な
特
色
と
し
て
、
東
大
農
学
部
に
お
け
る
勤
労
動
員
の
実
態

が
垣
間
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
何
度
か
行
わ
れ
た
勤
労
動
員
実
施
状
況
報
告
に
よ
っ

て
、
出
動
し
た
人
数
、
行
き
先
、
作
業
の
種
類
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
科
学
研
究
要
員

と
し
て
の
動
員
除
外
に
関
す
る
史
料
で
は
、
動
員
除
外
の
人
数
だ
け
で
な
く
、
農
学
部
学
生
と
戦
時
研

究
と
の
関
連
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
史
料
は
学
徒
勤
労
動
員
の
実
態
を
記
し
た
公
文
書
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
意
義

を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。 

（
に
し
や
ま
・
し
ん　
京
都
大
学
教
授
）

　
昭
和
戦
前
期
に
日
本
が
遂
行
し
た
戦
争
、
す
な
わ
ち
、
日
中
戦
争
の
勃
発
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
終
結

ま
で
長
く
続
い
た
戦
争
と
大
学
と
の
関
係
は
、
そ
れ
以
前
の
戦
争
と
比
べ
た
と
き
、
次
元
の
異
な
る
深

化
を
遂
げ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
、
徴
集
延
期
措
置
に
よ
っ
て
兵
役
を
免
除
さ
れ
て
い
た
大
学
生
ら
が
、

１
９
４
１
年
の
兵
役
法
改
正
（
勅
令
に
よ
っ
て
徴
集
延
期
期
間
の
短
縮
・
停
止
を
行
え
る
）
と
そ
の
後

の
勅
令
に
よ
り
、
軍
幹
部
要
員
候
補
と
し
て
軍
隊
に
吸
収
さ
れ
は
じ
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　

戦
後
50
年
や
70
年
を
期
し
て
、
多
く
の
大
学
が
学
徒
出
陣
・
学
徒
動
員
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ

の
成
果
を
刊
行
し
は
じ
め
た
が
、
そ
の
一
つ
に
、
東
京
大
学
史
史
料
室
編
『
東
京
大
学
の
学
徒
動

員
・
学
徒
出
陣
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
１
９
９
８
年
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
東
京
大
学
の
各
学
部

に
、
１
９
２
６
年
以
降
45
年
以
前
に
入
学
し
た
卒
業
生
・
退
学
者
の
う
ち
の
戦
没
者
を
調
査
し
た
も
の

で
、
そ
の
合
計
が
１
６
５
２
名
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
学
部
別
に
戦
没
者
と
入
学
者
数

（
括
弧
内
は
比
率
）
を
示
せ
ば
、
法
学
部
５
８
７
名
／
１
４
３
８
５
名
（
４・
１
％
）、
医
学
部
１
６
１

名
／
３
５
１
０
名
（
４・
６
％
）、
工
学
部
１
４
８
名
／
７
８
０
１
名
（
１・
９
％
）、
文
学
部
２
６
９

名
／
７
３
１
７
名
（
３・
７
％
）、
理
学
部
46
名
／
２
６
０
０
名
（
１・
８
％
）、
農
学
部
１
１
４
名
／

４
４
８
９
名
（
２・５
％
）、
経
済
学
部
３
２
３
名
／
８
０
７
７
名
（
４・
０
％
）、
第
二
工
学
部
４
名
／

２
１
１
５
名
（
０・
２
％
）
と
な
り
、
医
、
法
、
経
の
順
で
戦
没
者
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
学
部
が
軍
医
、

経
理
部
将
校
や
主
計
科
士
官
を
供
給
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
戦
争
が
大
学
に
求
め
た
役
割
の
一
つ
は
軍
幹
部
要
員
供
給
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以

外
に
、
大
学
が
戦
時
に
一
貫
し
て
求
め
ら
れ
た
も
の
は
科
学
技
術
だ
っ
た
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。

山
本
義
隆
が
『
近
代
日
本
一
五
〇
年 

科
学
技
術
総
力
戦
体
制
の
破
綻
』（
岩
波
新
書
、
２
０
１
８
年
）

や
『
私
の
１
９
６
０
年
代
』（
金
曜
日
、
２
０
１
５
年
）
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
ま
た
、
沢
井
実

が
『
近
代
日
本
の
研
究
開
発
体
制
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
２
０
１
２
年
）
で
、
駒
込
武
・
川
村
肇
・

奈
須
恵
子
ら
が
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員 

日
本
諸
学
振
興
委
員
会
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

２
０
１
１
年
）
で
専
門
的
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
戦
時
の
大
学
の
学
術
研
究
は
全
て
戦
争
遂
行
と

関
係
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
今
回
、
こ
こ
に
刊
行
さ
れ
る
史
料
は
、
戦
争
と
大
学
の
第
三
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
須

の
も
の
と
な
ろ
う
。
太
平
洋
戦
争
の
最
終
盤
、
１
９
４
４
年
５
月
か
ら
敗
戦
ま
で
の
東
京
帝
国
大
学
農

学
部
の
学
徒
動
員
関
係
書
類
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
農
学
部
当
局
が
学
徒
動
員
に
関
し
て
、
文
部
省
・
農

商
務
省
・
陸
海
軍
・
厚
生
省
・
満
洲
国
な
ど
外
部
部
局
と
の
間
に
交
わ
し
た
発
来
翰
・
書
類
で
あ
る
。

内
地
に
お
け
る
食
糧
増
産
、
軍
の
現
地
自
活
を
支
え
る
種
苗
の
開
発
等
、
農
学
部
が
担
わ
さ
れ
た
特
有

の
事
象
が
こ
こ
に
初
め
て
大
学
側
の
書
類
か
ら
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
画
期
的
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
か
と
う
・
よ
う
こ 

東
京
大
学
教
授
）

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
戦
時
下
に
お
い
て
は
労
働
力
不
足
か
ら
食
糧
不
足
が
深
刻
と
な
り
、
食
糧

増
産
に
学
徒
の
労
働
力
が
振
り
向
け
ら
れ
た
。
農
作
業
は
人
海
戦
術
的
な
性
格
が
強
い
た
め
、
人
数
が

少
な
い
高
等
教
育
機
関
の
学
生
・
生
徒
よ
り
も
中
等
学
校
、
青
年
学
校
、
師
範
学
校
の
生
徒
あ
る
い
は

国
民
学
校
の
児
童
が
主
力
で
あ
っ
た
。
１
９
４
３
年
６
月
に
は
「
食
糧
増
産
応
急
対
策
要
綱
」
が
、
同

年
８
月
に
は
「
第
二
次
食
糧
増
産
対
策
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
民
学
校
初
等
科
児
童
も
含
め
、

各
学
校
の
学
生
・
生
徒
・
児
童
の
動
員
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
44
年
２
月
の
閣
議
決
定
「
決
戦

非
常
措
置
要
綱
」
で
は
都
市
の
公
園
等
の
空
閑
地
を
徹
底
的
に
利
用
し
て
食
糧
生
産
に
利
用
す
る
こ
と

を
求
め
た
。

　
大
学
農
学
部
学
生
の
動
員
方
針
は
具
体
的
に
示
さ
れ
ず
、
１
９
４
４
年
４
月
５
日
の
通
牒
「
大
学
専

門
学
校
理
科
系
学
徒
ノ
動
員
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、「
農
業
関
係
学
徒
」
は
、「
理
学
関
係
学
徒
」「
薬
学

関
係
学
徒
」
等
と
と
も
に
、「
工
鉱
関
係
学
徒
」
の
動
員
方
針
に
準
じ
る
と
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
農

業
関
係
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、
45
年
３
月
29
日
の
通
牒
「
農
業
関
係
専
門
学
校
ニ
於
ケ
ル
動
員
措
置

ニ
関
ス
ル
件
」
で
専
門
内
容
別
の
動
員
方
針
が
具
体
的
に
指
示
さ
れ
た
が
、
大
学
農
学
部
に
つ
い
て
は

な
お
具
体
的
な
指
示
は
な
く
、45
年
５
月
21
日
の「
農
業
ニ
関
ス
ル
学
徒
勤
労
ノ
強
化
刷
新
ニ
関
ス
ル
件
」

（
次
官
会
議
決
定
）
で
は
「
大
学
高
等
専
門
学
校
特
ニ
農
業
関
係
大
学
専
門
学
校
学
徒
ハ
可
成
動
員
中
ノ

中
等
学
校
、
国
民
学
校
高
等
科
学
徒
其
ノ
他
ノ
指
導
ニ
当
ラ
シ
ム
ル
外
、
試
験
研
究
機
関
等
ニ
動
員
シ

又
ハ
機
動
的
ニ
巡
回
作
業
セ
シ
ム
ル
様
措
置
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
（
以
上
の
通
牒
等

は
福
間
敏
矩
『
集
成 

学
徒
勤
労
動
員
』
ジ
ャ
パ
ン
総
研
、
２
０
０
２
年
に
よ
る
）。

　
本
史
料
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
に
は
、
陸
海
軍
や
「
満
洲
」
と
の
や
り
と
り
を
示
す
も
の
が
散
見

さ
れ
る
。
農
業
関
係
の
学
生
・
生
徒
が
学
徒
勤
労
動
員
に
お
い
て
そ
の
専
門
を
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
せ

ら
れ
た
の
か
（
あ
る
い
は
活
用
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
）
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
本
史
料
は
重

要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

（
よ
ね
だ
・
と
し
ひ
こ　
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）

　

 

１
９
７
２
年
頃
、
東
大
農
学
部
学
生
自
治
会
の
諸
君
が
自
治
会
室
の
掃
除
を
し
て
い
た
。
農
学
部
の

自
治
会
室
は
大
き
な
階
段
教
室
の
下
に
あ
り
、
入
口
近
く
は
教
室
の
高
く
な
っ
て
い
る
部
分
の
下
で
天

井
が
高
い
の
だ
が
、
奥
に
行
く
に
つ
れ
て
階
段
教
室
の
低
く
な
っ
て
い
る
部
分
の
下
に
な
り
、
ず
っ
と

奥
の
ほ
う
で
は
ほ
と
ん
ど
這
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
進
め
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
天
井
が

あ
る
程
度
低
く
な
っ
た
処
か
ら
さ
ら
に
奥
は
、
何
年
に
も
わ
た
る
ゴ
ミ
捨
て
場
に
な
っ
て
い
て
、
古
新

聞
や
古
い
ビ
ラ
、
紙
く
ず
が
ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
っ
て
大
量
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
奥
の
ほ
う

の
ゴ
ミ
の
堆
積
の
な
か
に
、
こ
の
「
昭
和
十
九
年
度 

学
徒
動
員
関
係
書
類
」
の
一
括
が
、
同
様
に
戦
時

中
の
総
長
告
示
や
、
そ
の
他
、「
東
京
帝
国
大
学
教
練
規
定
」「
東
京
帝
国
大
学
特
設
防
護
団 

昭
和
十
六

年
度
事
業
計
画
」、「
昭
和
九
年 

東
京
帝
国
大
学
学
生
生
活
調
査
報
告
」
等
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。

お
そ
ら
く
終
戦
直
後
に
捨
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
ら
が
ゴ
ミ
と
し
て
自
治
会
室
の
奥
か
ら
引
き
出
さ
れ
、
放
り
出
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
け
ば
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
貴
重
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
判
断

し
て
拾
い
上
げ
た
私
が
、
行
き
が
か
り
上
、
保
管
し
て
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
時
が
来
た
ら
然

る
べ
き
施
設
に
寄
贈
し
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
後
、東
大
闘
争
の
ビ
ラ
類
を
収
集
し
、保
存
す
る
目
的
で
「
68・69
を
記
録
す
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、

１
９
９
４
年
に
会
の
成
果
物
と
し
て
、
医
学
部
研
修
協
約
闘
争
の
は
じ
ま
っ
た
１
９
６
７
年
か
ら
69
年

２
月
ま
で
の
、
東
大
闘
争
の
ビ
ラ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
討
論
資
料
、
大
会
議
案
、
そ
し
て
当
局
文
書
約

五
千
点
を
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
コ
ピ
ー
に
と
っ
て
、
全
23
巻
の
『
東
大
闘
争
資
料
集
』
に
仕
上
げ
た
。
そ
の
別

巻
と
し
て
、
農
学
部
で
見
出
し
た
戦
時
下
の
総
長
告
示
１
巻
、
そ
し
て
「
昭
和
十
九
年
度 

学
徒
動
員
関

係
書
類
」
４
冊
を
附
し
、
国
立
国
会
図
書
館
に
納
め
た
。
そ
の
後
、
五
千
数
百
点
の
そ
れ
ら
の
史
料
原

本
を
佐
倉
市
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
歴
博
）
に
寄
贈
、
さ
ら
に
東
京
大
学
の
研
究
者
が
そ
の
重
要

性
を
認
め
、
本
史
料
は
そ
の
他
の
文
書
と
と
も
に
歴
博
か
ら
東
京
大
学
文
書
館
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
ひ
と
つ
の
学
部
だ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
大
戦
中
の
学
徒
動
員
の
実
相
が
ほ
ぼ
80
年

ぶ
り
に
広
く
明
る
み
に
出
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
つ
て
の
大
戦
中
に
東
京
帝
国
大
学
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
た
の
か
、
学
生
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
幾
分
か

で
も
資
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

（
や
ま
も
と
・
よ
し
た
か　
駿
台
予
備
学
校
講
師
・
科
学
史
家
）推 薦

本
頁
及
び
表
紙
写
真
：『
学
鷲 

写
真
報
道
海
軍
予
備
学
生
』

（
朝
日
新
聞
社
、
１
９
４
４
年
）
よ
り
。



　
第
１
巻　
（
第
１
冊
）

目
録
№
文
書
群
名

年

日
付

主
な
作
成
者

1

［
食
糧
増
産
隊
幹
部
ト
シ
テ
ノ
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件
］

昭
和
19
年

５・27

文
部
省
学
徒
動
員
本
部

2

食
糧
増
産
隊
幹
部
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

５・18

農
商
省
農
政
局
長
・
農
業
報
国
連
盟

常
務
理
事

3

警
戒
警
報
発
令
ニ
ヨ
リ
五
月
廿
一
日
ノ
試
験
延
期
（
六
月

一
日
）
ノ
件
届
出

5
月

農
業
経
済
学
部 

木
下

4

学
徒
勤
労
動
員
実
施
要
領
ニ
関
ス
ル
件

５・15

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

5

工
場
事
業
場
等
学
徒
動
員
ノ
受
入
側
措
置
要
綱
ニ
関
ス
ル
件

５・15

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

6

学
徒
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
件

５・27

農
学
部
長

7

学
徒
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
件

５・29

農
学
部
長

8

学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件
照
会
ト
回
答

５・20
〔
農
学
部
〕

9

食
糧
増
産
隊
幹
部
ト
シ
テ
ノ
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

５・29

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

*

１

学
徒
動
員
ノ
タ
メ
ノ
身
体
検
査
結
果
表

5
月

農
学
部

10

学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

５・24

第
一
海
軍
衣
糧
廠

11

金
澤
幸
三
ニ
軍
現
地
自
活
向
種
苗
ノ
原
種
育
成
実
施
配
置

依
頼
ノ
件

５・16

農
商
省
園
芸
試
験
場
種
苗
育
成
地 

熊
澤

12

動
員
学
徒
ノ
帰
校
方
及
其
他
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
照
会　

５・15

海
軍
航
空
技
術
廠
総
務
部
長

13

学
徒
動
員
ニ
際
シ
外
国
人
留
日
学
徒
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件

４・30

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

14

内
地
在
学
本
島
人
理
科
系
大
学
専
門
学
校
学
徒
勤
労
動
員

ニ
関
ス
ル
件

5・12

農
学
部
長

15

食
糧
増
産
土
地
改
良
事
業
実
施
勤
労
動
員
ニ
参
加
礼
状
ノ
件

5
月

中
央
農
業
会
会
長
・
伯
爵 

坂
井
忠
正

16

農
業
土
木
二
年
生
十
名
学
徒
動
員
満
洲
ニ
派
遣
ノ
件
［
電

文
ニ
テ
］

6・13

満
洲

*

２

学
徒
勤
労
動
員
出
動
者
調

6
月
〔
農
学
部
各
科
〕

17

配
給
依
頼
ノ
件

6・6

農
学
部
長

18

農
繁
期
食
糧
増
産
作
業
協
力
ノ
為
大
学
専
門
学
校
学
徒
動

員
割
当
ニ
関
ス
ル
件

6・10

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

19

学
徒
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
件
［
文
部
省
大
学
課
長 

西
崎
惠

宛
］

6・21

農
学
部
長

20

工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
学
校
側
措
置
要
綱
ニ
関
ス

ル
件

5・20

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

*

３

決
戦
非
常
措
置
ニ
基
ク
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

6・17

農
芸
化
学
科
主
任 

佐
々
木
林
治
郎

21

学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

6・22

農
学
部
長

22

学
徒
動
員
ニ
依
ル
学
徒
勤
労
報
国
隊
（
海
軍
委
託
学
生
、

生
徒
）
ノ
給
与
ニ
関
ス
ル
件

6・22

農
学
部
長

23

報
賞
受
領
者
指
定
ノ
件

6・22

農
学
部
長

24

海
軍
委
託
学
生
ノ
出
動
ニ
関
ス
ル
件
［
軍
需
局
第
二
課
長 

齋
藤
大
佐
宛
］

6・20

農
学
部
長

25

学
徒
勤
労
動
員
受
入
ニ
関
ス
ル
件

6・15

陸
軍
獣
医
学
校
長 

吉
村
市
郎

26

学
徒
動
員
ニ
伴
フ
経
理
部
依
託
学
生
実
務
実
習
ノ
件

6・7

庶
務
課
長

27

経
理
部
依
託
学
生
ニ
対
ス
ル
旅
費
支
給
庁
ノ
件

6・7

庶
務
課
長

28

学
徒
動
員
ニ
伴
フ
経
理
部
依
託
学
生
ノ
実
務
実
習
ニ
関
ス

ル
件
通
牒

6・8

陸
軍
糧
秣
本
廠
長

29

学
徒
動
員
ニ
伴
フ
陸
軍
獣
医
部
依
託
学
生
々
徒
実
習
計
画

送
付
ノ
件

6・21

陸
軍
獣
医
学
校
長

30

勤
労
動
員
先
希
望
ニ
関
ス
ル
件

6・21

農
学
部
長

31

学
校
卒
業
者
使
用
制
限
令
適
用
ノ
件

6・7

文
部
省
学
徒
動
員
本
部
第
一
部
長

32

獣
医
部
依
託
学
生
生
徒
携
行
品
ニ
関
ス
ル
件

6・26

陸
軍
獣
医
学
校

33

農
林
関
係
学
徒
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
件

6・24

満
洲
農
地
開
発
公
社
東
京
事
務
所
参

事 

杉
崎
靖

34

来
年
度
卒
業
農
科
、
獣
医
科
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

6・22

財
団
法
人
日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
理

事
長 

梅
野
實

35

満
洲
派
遣
動
員
学
徒
ニ
関
ス
ル
件

康
徳
11

6・24

駐
日
満
洲
国
大
使
館
参
事
官 

桂
定

治
郎

36

陸
軍
獣
医
部
依
託
学
生
生
徒
実
習
開
始
期
日
ニ
関
ス
ル
件
昭
和
19
年

7・4

陸
軍
獣
医
学
校
長

37

学
徒
動
員
ニ
伴
フ
陸
軍
獣
医
部
依
託
学
生
々
徒
実
習
計
画

送
付
ノ
件
通
牒

6・15

陸
軍
獣
医
学
校
長

38

一
二
、三
年
在
学
者
ノ
学
徒
勤
労
動
員
ニ
参
加
可
能
者
、
氏

名
ニ
関
ス
ル
件

7・5

農
業
経
済
学
科
主
任 

東
畑
精
一

39

来
年
度
卒
業
農
科
、
獣
医
科
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

6・24

財
団
法
人
日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
理

事
長 

梅
野
實

40

学
徒
勤
労
動
員
ニ
伴
フ
学
徒
ノ
被
保
険
者
資
格
ニ
関
ス
ル
件

6・28

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

　
第
２
巻　
（
第
２
冊
）

41

学
徒
勤
労
ノ
出
動
督
励
ニ
関
ス
ル
件

6・17

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

42

学
徒
勤
労
動
員
受
入
側
措
置
要
領
ニ
関
ス
ル
件

7・12

日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
理
事
長 

梅

野
實

43

動
員
学
徒
ノ
工
場
通
勤
用
定
期
券
購
入
等
ニ
関
ス
ル
件

5・23

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

44

動
員
学
生
ニ
対
ス
ル
学
科
講
義
ノ
件

7・7

農
学
部
長

45

陸
軍
経
理
部
委
託
学
生
ニ
対
ス
ル
学
科
講
義
ノ
件

6・30

農
芸
化
学
科
主
任 

佐
々
木
林
治
郎

46

農
繁
期
国
民
皆
働
運
動
ニ
協
力
ス
ベ
キ
学
徒
ノ
鉄
道
運
賃

ニ
関
ス
ル
件

6・20

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

47

学
徒
出
動
者
氏
名
報
告
ノ
件

7・17

農
学
部
長

48

工
場
事
業
場
等
勤
労
動
員
学
徒
用
作
業
衣
配
給
ニ
関
ス
ル
件

7・10

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

49

学
徒
動
員
ニ
伴
フ
経
理
部
依
託
学
生
実
務
実
習
地
変
更
ノ
件

7・6

庶
務
課
長

50

学
徒
勤
労
動
員
ニ
伴
フ
軍
事
教
育
ノ
実
施
ニ
関
ス
ル
件

7・22

庶
務
課
長

51

学
徒
動
員
実
施
要
綱
ニ
依
リ
動
員
中
ノ
学
徒
ノ
体
力
検
査

ニ
関
ス
ル
件

7・15

学
生
課
長

52

一
三
年
相
当
学
生
ノ
出
動
者
氏
名
報
告
ニ
関
ス
ル
件

7・21

農
業
経
済
学
科
主
任 

東
畑
精
一

53

学
徒
動
員
ニ
伴
フ
獣
医
部
依
託
学
生
生
徒
実
習
ニ
関
ス
ル
件

7・14

東
京
師
団
獣
医
部
長

54

学
徒
勤
労
動
員
間
ノ
指
導
ニ
関
ス
ル
件
通
牒

7・4

東
部
軍
参
謀
長

55

学
徒
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
件
回
答

7・22

農
学
部
長

56

学
徒
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
件
照
会

7・12

札
幌
地
方
燃
料
局
長

57

動
員
学
生
ニ
対
ス
ル
学
科
講
義
出
席
ノ
件
回
答

7・13

陸
軍
被
服
本
廠
長

58

学
徒
勤
労
動
員
委
員
ニ
関
ス
ル
件

7・15

農
学
部
長

*

４
〔
獣
医
学
徒
勤
労
動
員
請
入
陸
軍
部
隊
ニ
於
ケ
ル
軍
陣
獣
医

学
教
育
援
助
ニ
関
シ
テ
〕

7・17

陸
軍
省
兵
務
局
獣
医
課 

荒
井
中
佐

59

学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

8・4

農
学
部
長

60

勤
労
動
員
学
徒
ニ
対
ス
ル
食
糧
配
給
ニ
関
ス
ル
件

8・4

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

61

学
徒
動
員
者
追
加
報
告
ノ
件

8・15

農
学
部
長

62

学
徒
報
国
隊
員
居
住
関
係
調
査
ノ
件

6・13

農
学
部
長

63

学
徒
勤
労
動
員
状
況
月
報
記
載
方
ニ
関
ス
ル
件

7・25

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

64

農
学
部
第
三
学
年
学
徒
出
動
配
属
割
当

7・17

学
生
課

65

勤
労
学
徒
ノ
休
養
睡
眠
並
ニ
宿
泊
清
掃
ニ
関
ス
ル
件

8・12

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

66

勤
労
動
員
学
徒
疾
病
ニ
関
ス
ル
報
告
ノ
件

康
徳
11

8・16

満
洲
農
地
開
発
公
社
人
事
課
長

67

農
林
水
産
業
ニ
対
ス
ル
学
徒
勤
労
動
員
受
入
側
及
学
校
側

措
置
ニ
関
ス
ル
件

8・23

文
部
省
総
務
局
長
・
農
商
省
総
務
局

長

68

動
員
学
徒
ノ
勤
労
状
況
調
査
ノ
件

9・4

農
学
部
長

69

依
託
学
生
生
徒
夏
季
軍
事
教
育
ニ
関
ス
ル
件
通
牒

8・4

陸
軍
航
空
本
部
総
務
部
長

❖ 
収
録
史
料
一
覧

※
「*

」
は
原
簿
で
番
号
が
ふ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
納
本
者
が
独
立
し
た
項
目
と
し
て
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

※ 

学
内
文
書
の
場
合
は
「
東
京
帝
国
大
学
」
を
略
し
た
。
※ 

日
付
は
原
則
と
し
て
原
簿
目
録
記
載
の
文
書
受
付
日
に
拠
っ
た
。

※ 

文
書
群
名
は
原
簿
目
録
記
載
の
名
称
を
優
先
し
、
宛
名
等
の
情
報
を
［　

 

］
に
記
し
た
。　

※ 

№
１
は
№
９
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

70

動
員
中
ノ
依
託
学
生
、
生
徒
復
学
ニ
関
ス
ル
件

8・21
〔
農
学
部
〕

71

食
糧
増
産
隊
配
属
学
徒
見
習
幹
部
ニ
関
ス
ル
件

7・29

農
業
報
国
会
理
事
長 

田
中
長
茂

72

獣
医
学
徒
勤
労
動
員
兼
務
等
視
察
ニ
関
ス
ル
件
通
牒

7・29

陸
軍
省
兵
務
局
獣
医
課
長

73

学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

8・4

農
学
部
長

74

勤
労
動
員
学
徒
ニ
関
ス
ル
挨
拶
ノ
件

8・7

満
洲
農
地
開
発
公
社
理
事
長 

花
井

脩
治

75

勤
労
動
員
学
徒
ニ
対
ス
ル
主
要
食
糧
ノ
配
給
ニ
関
ス
ル
件

7・24

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

76

学
徒
動
員
等
ニ
伴
フ
事
故
防
止
並
ニ
報
告
ニ
関
ス
ル
件

8・4

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

77

軍
作
業
廠
等
学
徒
勤
労
動
員
受
入
側
措
置
ニ
関
ス
ル
件

8・8

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

78

学
徒
勤
労
令
施
行
ニ
関
ス
ル
件

8・31

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

79

学
徒
動
員
「
三
年
相
当
学
生
」
帰
校
ニ
関
ス
ル
件

9・12
〔
農
学
部
〕

80

学
徒
動
員
本
学
受
入
レ
タ
ル
学
徒
ノ
報
償
金
贈
与
ノ
件

5・10
〔
石
井
〕

81

動
員
学
徒
（
三
学
年
依
託
学
生
）
帰
校
ノ
件
照
会

8・30

海
軍
航
空
技
術
廠
総
務
部
長

82

学
徒
動
員
海
軍
依
委
託
学
生
（
生
徒
）
三
学
年
ノ
復
校
ニ

関
ス
ル
件
通
知

9・6

第
二
海
軍
燃
料
廠
総
務
部
長

82

学
徒
勤
労
令
施
行
ニ
関
ス
ル
件

8・31

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

83

農
業
土
木
関
係
学
科
主
任
動
員
ニ
関
ス
ル
件

9・12

文
部
省
学
徒
動
員
本
部
第
一
部
長

84

学
徒
勤
労
動
員
出
動
者
氏
名
報
告
ノ
件

7・17

農
学
部
林
学
科

85

理
工
科
関
係
学
科
第
二
学
年
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

9・8

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

86

理
科
系
学
徒
ニ
シ
テ
十
月
二
年
生
ニ
ナ
ル
者
ノ
教
育
継
続

ニ
関
ス
ル
件

9・15

庶
務
課
長

87

海
軍
依
託
学
生
復
帰
ニ
関
ス
ル
件
通
知

9・26

海
軍
省
軍
需
局
第
二
課

88

勤
労
学
生
派
遣
ニ
関
ス
ル
件

9・9

農
学
部
事
務
室

　
第
３
巻　
（
第
３
冊
）

89

学
徒
勤
労
派
遣
責
任
教
職
員
ノ
指
導
ニ
関
ス
ル
件

9・21

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

90

学
徒
勤
労
派
遣
責
任
教
職
員
ノ
指
導
ニ
関
ス
ル
件

9・13

文
部
次
官

91

勤
労
動
員
学
徒
帰
還
ニ
関
ス
ル
件

康
徳
11

9・16

満
洲
農
地
開
発
公
社
理
事
長　
花
井

脩
治

92

勤
労
学
徒
勤
務
成
績
送
付
ノ
件
通
牒

10・2

陸
軍
獣
医
学
校
長

93

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
勤
労
動
員
除
外
ノ
件

8・29

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

94

学
徒
勤
労
動
員
実
施
状
況
報
告
ノ
件

10・24

95

出
動
学
徒
ニ
関
ス
ル
勤
労
機
動
配
置
非
常
対
策
ニ
関
ス
ル
件

10・13

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

96

勤
労
機
動
配
置
非
常
対
策
ニ
関
ス
ル
件
依
命
通
牒

9・7

厚
生
次
官

97

勤
労
動
員
学
徒
ノ
健
康
管
理
ニ
関
ス
ル
件

9・11

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

98

身
体
状
況
ニ
依
ル
動
員
除
外
学
徒
措
置
要
綱
ニ
関
ス
ル
件

11・21

農
学
部
長

99

学
徒
動
員
実
施
調
書
ノ
件

11・25

農
学
部
長

100

動
員
実
施
並
ニ
除
外
調
書
ノ
件

11・25

農
学
部
長

101

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
勤
労
動
員
除
外
ニ

関
ス
ル
件

11・13

農
学
部
長

*

５

学
徒
動
員
受
入
先
調
査

11・20

農
学
部

102

食
糧
増
産
隊
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

11・30

事
務
室

103

学
徒
動
員
ニ
伴
フ
事
故
防
止
並
ニ
報
告
ニ
関
ス
ル
件

12・9

農
学
部
長

104

派
遣
学
徒
ノ
「
出
勤
表
」
提
出
期
限
励
行
ニ
関
ス
ル
件
通
牒

12・11

陸
軍
糧
抹
本
廠
研
究
部
長

*

６

農
業
土
木
関
係
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

11・30

文
部
省
学
徒
動
員
本
部
第
一
部
長

105

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
動
員
除
外
ノ
件

10・6

農
学
部
長

106

海
軍
依
託
学
生
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
件
照
会

昭
和
20
年

1・17

海
軍
航
空
本
部
総
務
部
長

107

陸
軍
技
術
部
（
航
空
関
係
）
依
託
学
生
実
習
ニ
関
ス
ル
件

通
牒

1・20

陸
軍
航
空
本
部
総
務
部
長

108

理
科
系
大
学
高
等
専
門
学
校
学
徒
ノ
勤
労
動
員
時
期
等
ニ

関
ス
ル
件

1・22

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

109

勤
労
動
員
ト
学
校
防
空
ト
ノ
再
調
整
ニ
属
ス
ル
件

12・22

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

110

工
鉱
関
係
及
理
科
系
大
学
学
生
第
二
学
年
ノ
動
員
割
当
ニ

関
ス
ル
件

1・17

学
徒
動
員
本
部
第
一
本
部
長 

関
口

勲
*

７

農
業
土
木
関
係
学
徒
動
員
実
施
要
領

3・20

学
徒
動
員
本
部
第
一
本
部
長

111

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
勤
労
動
員
除
外
ノ
件

2・15

農
学
部
学
部
長

112

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
勤
労
動
員
除
外
ノ
件

2・7

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

113

学
徒
動
員
出
動
希
望
上
申
ノ
件

4・11

農
学
部
学
部
長

114

留
日
満
洲
国
学
生
ノ
本
国
勤
労
動
員
実
施
ニ
関
ス
ル
件

3・27

学
生
課
長 
大
室
貞
一
郎

115

動
員
学
徒
等
救
護
ニ
関
ス
ル
件

1・21

学
生
課
長 
大
室
貞
一
郎

116

緊
急
動
員
学
徒
移
動
ニ
伴
フ
手
荷
物
輸
送
ノ
件

1・7

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

*

６

東
京
都
疎
開
事
業
出
動
者

4
月

農
学
部

117

東
京
都
緊
急
建
物
疎
開
事
業
協
力
ノ
タ
メ
学
徒
緊
急
動
員

割
当
ニ
関
ス
ル
件

3・23

学
徒
動
員
本
部
第
一
部
長 
関
口
勲

*

９

学
校
報
国
隊
出
動
令
書

5・7

文
部
次
官

118

学
徒
勤
労
出
動
期
間
延
長
等
ニ
関
ス
ル
件

3・23

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

　
第
４
巻　
（
第
４
冊
）

119

大
学
専
門
学
校
林
学
科
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

4・28

帝
室
林
野
局
業
務
部
長

120

軍
需
系
依
託
学
生
出
動
時
期
ニ
関
ス
ル
件

4・21

学
生
課

121

食
糧
増
産
技
術
指
導
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

5・14

農
商
省
農
政
局
農
産
課
長

122

学
徒
勤
労
表
彰
ニ
関
ス
ル
件

3・17

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

123

農
業
関
係
大
学
専
門
学
校
学
徒
通
年
動
員
ニ
伴
フ
学
校
派

遣
教
職
員
ノ
指
導
旅
費
及
手
当
交
付
ニ
関
ス
ル
件

5・17

農
商
省
要
員
局
長

124

学
校
報
国
隊
出
動
令
書
発
令
ニ
関
ス
ル
件

6・1

文
部
省
学
徒
動
員
本
部
第
一
部
長

125

工
場
ニ
於
ケ
ル
学
徒
隊
組
織
運
営
並
ニ
学
徒
勤
労
指
導
組

織
確
立
要
綱
ニ
関
ス
ル
件
依
命
通
牒

6・3

文
部
省
総
務
局
長
・
厚
生
省
勤
労
局

長
・
軍
需
省
総
動
員
局
長

126

農
業
ニ
関
ス
ル
学
徒
勤
労
ノ
強
化
刷
新
ニ
関
ス
ル
件

6
月

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

127

空
襲
時
動
員
学
徒
・
配
置
転
換
等
ニ
関
ス
ル
件

6・15

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

128

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
勤
労
動
員
除
外
ノ
件

6・13

農
学
部
長

129

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
勤
労
動
員
除
外
ノ
件

5・7

学
生
課
長　
大
室
貞
一
郎

130

援
農
出
動
学
生
数
報
告
ノ
件

6・21

農
学
部
長

131

動
員
学
徒
（
最
高
学
年
）
帰
校
ノ
件
通
知

6・26

第
一
海
軍
技
術
廠
総
務
部
長

132

大
学
理
工
科
系
第
二
学
年
学
徒
動
員
ニ
関
ス
ル
件

2・23

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

133

第
三
年
海
軍
依
託
学
生
生
徒
動
員
解
除
ノ
件
通
知

6・25

海
軍
航
空
本
部
総
務
部
長

134

身
体
検
査
施
行
ノ
件

6・2

学
生
課
長 

大
室
貞
一
郎

135

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
勤
労
動
員
除
外
ノ
件

6・13

農
学
部
長

136

動
員
解
除
申
請
ノ
件

8・3

農
学
部
長

137

援
農
動
員
指
導
教
官
出
張
日
数
報
告
ノ
件

7・21

農
学
部
長

附
録
（
書
類
の
裏
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
も
の
）

附
１
通
学
証
明
書

附
２
東
京
帝
国
大
学
報
国
隊　
農
学
部
隊
編
成
表
〔
部
分
〕

附
３
昭
和
二
十
年
度
第
二
期
特
別
研
究
生
候
補
者
調
査
書
〔
部
分
〕

附
４
東
京
帝
国
大
学
奨
学
生
共
励
会
会
則

附
５
学
部
共
通
細
則
〔
部
分
〕

附
６
新
規
女
子
中
等
学
校
卒
業
生
募
集
案
内

海
軍
航
空
技
術
廠
／
海
軍
航
空
技
術

廠
支
廠



■ 右は獣医学教室事務室の回答。研究事項
には「化学兵器ニ関スル研究」などの文字が
みられる。
■ 左は勤労動員除外学生の研究分野一覧の
一つ。こうした一覧は各学科から農学部に集
約された。

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
勤
労
動
員

除
外
ノ
件
─
─

科
学
研
究
要
員
ト
シ
テ
ノ
学
徒
ニ
対
シ
勤
労
動
員

除
外
ノ
件
─
─

本
史
料
は
、
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
内
に
お
け
る
文
書
、
さ
ら
に
文
部
省
、
農
商
務
省
、
陸
海
軍
、
厚
生
省
と
交

わ
さ
れ
た
発
来
翰
・
書
類
を
１
４
６
に
分
類
・
収
録
し
て
い
る
。
文
部
省
や
軍
の
要
請
に
、
大
学
側
が
ど
う
応
え

た
か
。
食
糧
増
産
隊
、
工
場
事
業
場
に
お
け
る
労
働
、
満
洲
国
へ
の
派
遣
、
建
物
緊
急
疎
開
、
空
襲
、
動
員
解
除
、

そ
し
て
「
科
学
研
究
要
員
」
と
し
て
動
員
除
外
と
な
っ
た
学
生
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
本
史
料
を
避
け

て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

■ 農学部長宛「研究補助者トシテ学生ヲ留保スル
件」（林学科）研究内容とともに、専攻ごとの順位
や席次まで詳述。

■ 下は昭和 20 年 6 月時点における、
学生が提出した「勤労奉仕不参加願」
や「診断書」。

93 科学研究要員トシテノ学徒ニ対シ勤労動員除外ノ件
（昭和 19 年 8 月 29 日）

■「動員以来克ク使命
ヲ全ウシ」たので「作
業ヲ打切、帰校セシメ
候」とする海軍のマル
秘文書。

戦
局
が
悪
化
の
一
途
を
辿
る

根
こ
そ
ぎ
動
員
期
（
昭
和
19-

20
年
）、

大
学
当
局
と
陸
海
軍
、
各
省
庁
等
の
外
部
部
局
が

交
わ
し
た
重
要
文
書
群
―
―

内容見本

■ 学徒の処遇に関して、軍と大学においても多少の混乱が
みられた。右は海軍軍需局の齋藤大佐宛の文書。

130 援農出動学生数報告ノ件（昭和 20 年 6 月 21 日） 24 海軍依託学生ノ出動ニ関スル件（昭和 19 年 6 月 20 日）

129 科学研究要員トシテノ学徒ニ対シ勤労動員除外ノ件（昭和 20 年 5 月 7 日）

131 動員学徒（最高学年）帰校ノ件通知（昭和 20 年 6 月 26 日）


